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カイザー リングの 日本紀行

一 西洋認識論の枠組みに映 しだされた 「大和的なるもの」一

ク ナ ウ フ。 ハ ン ス ・ヨ ア ヒ ム

1.旅 の方法論 一 認識 と旅

 ヘ ル マ ン ・カ イ ザ ー リング(1880-1946)は1911年 に世 界 周 遊 に旅 立 ち，

翌 年 の12年5月 か ら6月 中 旬 ま で 日本 に滞 在 した。 この旅 はセ イ ロ ン， イ

ン ド， 中 国 ， 日本 ， ア メ リカ の順 番 で 北 半 球 周 遊 を 目指 した もの で あ っ た。

カ イザ ー リン グ は こ の旅 の記 録 と して 『或 る哲 学 者 の旅 日記(Das Reiseta-

gebuch eines Philosophen)』(1918年)と い う二 巻 本 を著 わ して お り， 全

体 の9章 の な か の 第6章 目 に 日本 に関 す る記 述 を と どめ て い る。 第6章 の 日

本 に 関 す る記 述 は さ らに次 の項 目 に分 け られ て い る 一

1.大 和 を 巡 っ て(Durch Yamato)

2.高 野 山 の 寺 院 に お い て(Im Kloster von Koya San)

3.奈 良(Nara)

4.京 都(Kyoto)

5.伊 勢(Ise)

6.宮 ノ下(Myanoshita)

7.日 光(Nikko)

8.東 京(Tokyo)
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 まず第1項 で日本を 「大和(Yamato)」 と記載 している点にすでに日本

に関するカイザー リングのある種のスタンスが認あられ るであろう。カイ

ザー リングの訪れた1912年 は明治か ら大正 に時代が変わる時期であり，日

清 ・日露の二っの戦争に勝利 した日本 は本格的な近代化の道を突き進んでい

た。こうした状況の日本においてあえて 「大和」を強調 している意図は，カ

イザーリングの 『或る哲学者の旅 日記」の冒頭の次の文に表れている一

「私の日本滞在は大和の地を徒歩で巡るようなものである。 大和， それ

はこの国の最古にして最 も神聖な記憶 と深 く結びついている日本の辺境

のこと。そうした仏教の聖地に詣でる巡礼の旅の時を過 ごそうと言 うの

である。」1)

 ダル ム シ ュ タ ッ ト ・ヘ ッセ ン州 立 図 書 館 に保 存 され て い るヘ ル マ ン ・カ イ

ザ ー リン グ遺 稿 集 の オ リジ ナル 資 料 を 見 る と，1912年5月10日 神 戸 ， 同年

5月11日 奈 良 か ら始 ま って5月27日 宮 ノ下 ，6月1日 か ら3日 に か けて は

日光 と い うよ うに， 特 に 「大 和 」 が 強 調 され て い るわ けで は な い。 但 し地 名

と して具 体 的 に 「Yoshino」 を記 載 した部 分 にっ い て は，後 か ら 「數)s短n〈 判

と い う形 で 消 して 「Yamato」 と して い る痕 跡 を 認 あ る こ とが で き る。2)オ

リジ ナル 資 料 は， 手 書 きで 書 か れ た お よ そ600枚 の 用 紙 か ら成 り， それ らは

10冊 の冊 子 に ま と め られ て い る。600枚 の 用 紙 につ いて は裏 表 の 両 面 が 使 わ

れ て お り， 総 ペ ー ジ数 に して1000ペ ー ジ を超 え る大 部 な もの とな って い る。

こ う した オ リジナ ル 資料 を丹 念 に検 証 して い くと先 に 述 べ た よ うな 言 葉 の 微

妙 な 修正 に 出 会 う こ とに な る。

 「吉 野 」 を 消 して そ の上 に 「大 和 」 を記 載 した カ イ ザ ー リン グの 意 図 は さ

1) Hermann Keyserling：Das Reisetagebuch eines Philosophen ， Zweiter

 Band， Darmstadt 1922， S.577.

2) Hermann-Keyserling-Nachlal3， Depositum in der Hess. Landes-und

 Hochschulbibliothek Darmstadt：Reisetagebuch.
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ま ざ ま に推 測 で き るで あ ろ う。 例 え ば ドイ ッ人 に と って ， 。Yoshino“ と い う

鋭 い音 感 を 含 む 発 音 よ り も 。Yamato“ と 口 に す る方 が 心 地 よ い感 じが す る

こ と も， そ の理 由 の 一 っ で あ った か も しれ な い 。 しか しそ れ 以 上 に 「大 和 」

とい う響 きか ら連 想 され る普 遍 的 な もの に カ イ ザ ー リン グ は こだ わ った の で

は な い だ ろ うか。

 「大 和 」 は 日本 の 「辺 境(Provinz)」 とカ イ ザ ー リン グ は述 べ て い るが，

しか しそ れ は人 里 離 れ た 奥地 の意 味 で はな く， 近 代 化 の流 れ の な か で そ う し

た影 響 を受 けず に 「大 和 」 的 な も の を 残 して い る場 の 意 味 で あ る。 そ れ は

「この 国 の最 古 に して 最 も神 聖 な 記 憶 と深 く結 びつ いて い る」 場 で あ る。 カ

イザ ー リ ング は こ う した 「大 和 」 へ の旅 を 「巡 礼 の旅 」 と結 び付 け て い る。

ヨ ー ロ ッパ で は， 厂徒 歩 の 旅 」(FuBwanderungあ る い はFuBreise)は も

と も と巡 礼 者 の旅 や 徒 弟 の旅 を意 味 して お り， こ う した イ メ ー ジの 連 鎖 が上

記 の カ イ ザ ー リン グの 「私 の 日本 滞 在 は大 和 の 地 を 徒 歩 で 巡 る よ うな もの で

あ る」 とい う表 現 を生 み 出 して い るの で はな いだ ろ うか。3)

 こ う した 「大 和 」 を感 得 す るた あ に カ イ ザ ー リン グ は 日本 の風 景 ， 宗 教 ・

芸 術 ， 人 々 の生 活 ， 寺 や神 社 な ど多 様 な現 象 に 関心 を払 って い く。 こ う した

観 察 に際 して の カ イ ザ ー リン グの基 本 的 な認 識 態 度 は 『時 を旅 す る (Reise

durch die Zeit)』 と い う著 作 の な か の 次 の 一 節 に 集 約 的 に 表 現 さ れ て

い る 一

「細かく分類 して厳密さを追求するところに理想 を置いたり，あるいは

3) カ イ ザ ー リ ング研 究 者 の ガ ネ シ ャ ン も， カ イ ザ ー リ ング の旅 は 「好奇 心 」 や

 「研 究 心 」 を契 機 に始 ま った もの で はな い こ とを 指 摘 して い る  「カ イ ザ ー リ

 ン グ 自身 の 言 葉 に よ れ ば ， 自分 を広 大 な 世 界 へ と駆 り立 て た もの は， 好 奇 心 や

 研 究 心 で は な く， 多 くの人 々 を 修 道 院 へ と向 か わ せ る衝 動 そ の もの で あ っ た。

 っ ま り そ れ は 自 己実 現 へ の 限 りな い憧 憬 と言 え る もの で あ る。 … … カ イ ザ ー リ

 ン グは 自分 を 「終 わ りな き巡 礼者 」 と呼 ん で い る。 カ イザ ー リ ングの 旅 記 述 は

 百 科 全 書 的 な 旅 行 記 の 性 格 を 帯 び た もの で は な い。」(Vridagiri Ganeshan：

 Das Indienbild deutscher Dichter um 1900. Bonn 1975， S.244.)
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そ う した厳 密 さを 命令 され た りす る こ とほ ど， 私 の生 ま れ な が らの気 質

か ら程 遠 く，疎 遠 な もの は なか った 。私 の 内面 の生 や体 験(Erleben)の

す べ て の 基 調 に あ る もの は，珍 しい こ とか も しれ な いが 直 感(lntuition)

と言 え る よ うな もの で あ り， この 直感 と は も と も と全 体 性(Ganzheit)

に通 じて い る もの で あ る。 っ ま り理 解 す る の に そ れ ぞ れ の感 覚 が別 々 に

捉 え た り， 思 考 に よ って分 解 せ ざ る を得 な い もの， そ う した もの の も と

もと の全 体 の連 関 に 直感 は通 じて い る。 そ れ ゆ え， ど の よ うな思 考 の水

準 に あ って も， 自然 な 「知 覚(Gewahrwerden)」 の働 き だ け で十 分 で

あ り， こ う した 「知 覚 」 は真 に直 感 が 作 動 して い れ ば現 実 の根 源 に ま で

迫 り， 通 常 の説 明 能 力 よ り もず っ と深 い理 解 を可 能 にす る ので あ る。 私

の場 合 は さ らに 自分 の特 別 な資 質 の故 に， こ う した 「知 覚 」 は事 実 に関

るの で は な く， 感 覚 の イ メー ジ(Sinn-Bild)に よ るの で あ る。 こ う し

た イ メ ー ジ の重 要 性 は， 同 じ資 質 を持 つ 人 に はす ぐに明 らか に な る。 科

学 的 な精 密 性 は こ の よ う な感 覚 の イ メ ー ジ に勝 る こ と はで き な い。」4)

 カ イザ ー リン グ は まず 近 代 の 体 系 的 な精 密 な 理 解 の シ ス テ ム にた いす る批

判 を 展 開 して い る。 「細 か く分 類 して 厳 密 さ を 追 求 す る(diffenrenzierte

Abgrenzung)」 認 識 の 立 場 は， 「内面 の生 や 体 験 の す べ て の基 調 に あ る も

の」 を理 解 す る こ と に はな らな い。 カ イザ ー リン グが 強調 す るの は 「直感 」

の 機 能 で あ り， 「直 感 」 は分 離 す る 「思 考 」 の 働 き な ど に よ って も決 して

「消 え る こ と の な い連 関(der unaufl6sliche Zusammenhang)」 に通 じて

い るの で あ る。 さ らに カ イ ザ ー リン グが こ こで 強調 して い る こ と は， 現 象 の

「知 覚 」 に関 わ る問 題 で あ る。 つ ま り こ こで 言 われ て い る 「知 覚 」 は通 常 の

よ うに事 実 と して の現 象 に基 づ くの で は な く， 「直 感 」 と と もに作 動 す る こ

とで 「現 実 の根 源 に ま で迫 り， 通 常 の説 明能 力 よ り もず っ と深 い理 解 を可 能

にす る」 能 力 で あ る。 こ う した 「知 覚 」 は現 象 の事 実 で は な く， 現 象 の本 質

4) Hermann Keyserling：Reise durch die Zeit.1. Vaduz 1948， S.191.
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に連 な るあ る種 の 「イ メ ー ジ」 に よ って喚 起 さ れ る と言 わ れ て い る。

 「内 面 の生 」 あ るい は 「体 験 」 は， カ イ ザ ー リン グに よ れ ば こ う した 「直

感(lntuition)」 ， 「知 覚(Gewahrwerden)」 そ し て 「イ メ ー ジ(Sinn-

Bild)」 に よ って 構成 され ， 持 続 的 な 「消 え る こ との な い連 関(Zusammen-

hang)」 に関 わ って い る の で あ る。 こ う した 「連 関」 と い う表 現 は ヴ ィル ヘ

ル ム ・デ ィル タイ の 「生 の連 関(Lebenszusammenhang)」 を 想 起 させ る

で あ ろ う。 デ ィル タイ に よ れ ば 「体 験 」 は 「全 体 」 に 関係 して お り， 「全 体 」

とは 「さ ま ざ まな 瞬 間 の 総 和 や 総 体 」 で はな く， 「す べ て の部 分 を結 び つ け

て い る諸 関 係 に よ っ て構 成 さ れ た」 「持 続 的連 関 」 の こ とで あ る。 こ う した

「持 続 的 連 関 」 に 関 わ る 「体 験 」 の 構 成 に っ い て， デ ィ ル タ イ も 「感 情

(Gef�l)」 「知 覚(Wahrnehmung)」 さ らに 「イ メ ー ジ(Vorstellung)」

に言 及 して い る。 カ イ ザ ー リン グ は1906年 に ベ ル リ ン大 学 哲 学 科 で教 授 資

格 論 文 を提 出 しよ う と して い るが， そ れ はデ ィル タイ の推 薦 に よ る もの で あ

り， カ イ ザ ー リン グの ア カ デ ミッ クな キ ャ リア に デ ィル タイ が な ん らか の形

で関 わ って い た こと は事 実 で あ る。 この教 授 請 求 は哲 学 科 の他 の教 授 の反 対

に あ って 受 理 され なか っ たが5r)「 全 体 性(Ganzheit)」 との 関 わ りで論 述 さ

5) ガ ー リングスの研 究 は， カイザー リングの教授請求 が受理 されなか った経緯

 と， それに対 す るカイザ ー リングの反応 にっいて次 の よラな事実 を伝え ている
一 「1906年 の復活祭 か ら1908年 までの間

， カイザ ー リングは途中何度 か旅 に

 出か けてはい るもののベル リンに滞在 して いた。 ベル リン滞在 の 目的 は哲学専

攻の学者 として生 きるためのキ ャ リアを始め る点 にあ った。 しか しカ イザ ー リ

 ングは大学 で 自然科学系 を学 んで お り，文科 系で はなか った ことが， こうした

彼の意 図 を実現 す る上 で妨 げ とな った。 カ イザ ー リングの最初 の哲 学的著 作

『世界 の構造』 は， ベル リン大学教授 で生 の哲学 者 として知 られて いた ヴィルヘ

 ルム ・デ ィルタイ(1833-1911)の よ うな有 力者 の推薦 があ ったに も拘わ らず，

教授 論文 として受 理 されなか った。 カイザ ー リングによれ ば，「新 カ ン ト派 の

 リール教授(1844-1924)は 大変慇懃 に私 にたい して，私 の著作 があま りに芸術

性 に富 んでいて，学問 的 とはや や言 いが たい」 とい う結論 を伝 えた のであ る。

 しか しこうした結論 によ って カイザー リングが特 に傷っ くことはなか った。 っ

 まりカイザ ー リングは 「ま った くもっともな ことで，この否定的 な結論 に私 と し
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れているカイザー リングの 「体験」の概念にディルタイの 「生の哲学」の影

響の痕跡を見っけることはそれほど難 しいことではない。

 しかしカイザー リングの 「体験」に込あられている意味を当時の流行哲学

であったディルタイの 「生の哲学」にのみ還元 して しまうのは，認識論に傾

きすぎた解釈と言わざるを得ない。近代化の道を歩む日本を見て，そこに

「大和」 を感得 しようとするカイザー リングの体験の 「意味連関」 を探るに

は，カイザー リングの生に込められた 「歴史性」をみておかねばならない。

 カイザー リングの生の 「歴史性」を再現することは別の論稿を起 こさねば

ならない大きなテーマであるが， ここではカイザー リングがヴェストファー

レン出身の十字軍に従軍 した末裔であり， ドイッ ・バル ト貴族の初期の一族

であった点を特に指摘 しておきたい。カイザー リングは父親の管理のもと，

徹底 した古典語教育つまりギ リシャ語， ラテン語教育を受けており，さらに

ドイッ語はもとよりフランス語， ロシア語 も完全に修得 していたと言われて

いる。こうした非常に高度な教育 とドイッ ・バル ト貴族のなかでも誇 りある

伝統の一族であるという意識が，カイザー リングの言 う 「体験」 という概念

に認識論を超える個人的な色調を与えているように思われる。

 カイザーリング研究者のウーテ ・ガー リングスは次のように述べている一

 「カイザーリングは本格的な世界旅行にっいて具体的な計画を練 って

いた。 しかもその旅行は哲人あるいは，形而上学を極める者 としての旅

であった。それは気晴 らしで もなく研究が動機となったものでもなかっ

た。 自然を満喫 したり教養を高あることが目的ではなかった。カイザー

リングを旅行へと駆 り立てたものは多様な面を複眼的な視点で見たいと

いう思いであった。文化的教養を豊かにすることや観光目的などはカイ

て は原 則 的 に満 足 して お り ま す。 む しろ 私 は お陰 で 自由 の ま ま生 き られ るわ け

で ， … … 自分 の す べ て の力 を 生 産 的執 筆 に集 中 す る こ とが で き る」 と述 べ て い

るの で あ る」。(Ute Gahlings：Hermann Graf Keyserling. Darmstadt 1996， S.

47.)



56

ザーリングの否定するものであった。 カイザーリングはギ リシャ神話に

登場 し変幻自在に変身するプロテウスに自分を準えていたように思われ

る。 プロテウズはどのような姿 ・形になっていようとも，火に変身 して

いる場合でさえも， 自己同一性を維持できて，且つ変容できるのである。

カイザー リングは自己実現の域に到達 しようとしているが，それは永遠

に変容する者 として目指 しているのである。つまり旅 という方法でカイ

ザー リングが達成 しようとしているものは，自分の本質存在を深化 しそ

の能力を高度なものに高め，具体的な現実を超えるようなメタな実在へ

と連なる道筋を極めようとするのである。」6)

 ガーリングスの指摘で興味深いのは，カイザーリングの旅の方法論をギリ

シャ神話のプロテウスを引き合いに出 しながら説明している個所である。カ

イザーリングが1911年 に世界周遊の旅に出立 したことは初めに触れたが，

この旅は文字通 り世界を一周 して巡 るものであった。当時は商船が急速に発

達 しておよそ60日 間で世界一周が可能となった時代であった。カイザー リ

ングは1年 間をかけて比較的ゆっくりとしたペースで船旅 を続けている。

ガーリングスによれば，滞在地 ごとにいわばプロテウスのように自在に変容

して，その土地の特性や風土に入っていくわけであるが， しか しその究極の

目的は，変容 しても変わ らない 「自分の本質存在」への常なる旅であった。

 ところで 「具体的な現実を超えるようなメタな実在へと連なる道筋を極あ

ようとする」 カイザーリングの旅の志向性の中には，カイザー リングのバル

ト貴族 としての出生の問題が こあ られているように思える。 もちろん この

テーマに入 ることは，すでに述べたように， ドイッ・バル ト貴族の歴史 に分

け入 らねばならず， 本論の枠を超えるものであるが， しか しここで1980年

刊行の 「バル ト騎士団研究会年報」に掲載された次の報告を紹介す ることは，

本論の意図するところか らは大きくはずれるものではないであろう一

6) Ute Gahlings：a. a. O.， S.67
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 「今か らおよそ100年 前に生を受 けたバル ト人たちは，人生の壮年期

に，ロシア革命を体験 し，故国の昔なが らの秩序が崩壊する様を目の当

たりにしたのである。この歴史的転換がこうした世代のバル ト人にとっ

ていかなる意味を持っていたのか，今となっては完全に再構成すること

はもはや不可能であろう。1880年 頃に生まれた世代の人々の多 くは，

革命前の 「旧体制」の政治的 ・社会的構造のなかで成長 し，教育を受け，

既定の人生行路を歩むことになっていたのであるが， しか し周辺の環境

が変わり，財産や職を失うことによって自分たちの確たる基盤をもはや

持ち得な くなって しまったのである。到来する新 しい時代が求ある様々

な要請を無視 して生 きようとするには，この世代の人々はまだ若すぎた

のである。一人一人 を見れば，測 りがたい偶然の出来事 に翻弄される

個々の運命を生 きざるを得なかったのである。 この世代のバル ト人の少

なからぬ人々は，内面において翻弄 されるばかりでな く，具体的な生活

の面でも世界の様々な地域をさすらう放浪者 となったのであり，そうし

たさす らい人は根無 し草で，故郷喪失の気持を抱 き，ただ自分 自身だけ

が唯一一の拠 り所という状況に置かれていたのである。」7)

 カイザーリングはリヴォニア地方のエス トニア国境に接する領有地ケンノ

に1880年7月20日 に生まれており，まさにそうした 「根無 し草で，故郷喪

失の気持を抱き，ただ自分自身だけが唯一の拠 り所という状況に置かれてい

た」没落バル ト貴族の 「さす らい人」の世代を具現する人物であった。そう

したカイザーリングにとって，旅はその土地の特性や風土に入 りそれを記述

することが目的ではな く，滞在地ごとにいわばプロテウスのように自在に変

容 しながらも，究極の目的は，変容 しても変わ らない 「自分の本質存在」を

常に探求 し確認する点にあった。

7)Henning von Wistinghausen：Von Estland nach Japan. Nachrichtenblatt

 der Baltischen Ritterschaften， Heft 4，22. Jahrgang， Nr.88. M�chen，

 Dezember 1980， S.73f.
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 カイザー リングは 『或 る哲学者の旅 日記」の序文のなかで， この旅 日記が

「一つの文学作品」として読まれることを求めている一

「一冊の小説を読むようにこの旅行記に接 してもらいたく読者諸氏にお

願いしたい。旅 日記の大半は世界周航の旅の途上で私の関心を引いた

個々の事象ごとに独立 した一冊の別の本として出版できるほどの客観的

な考察や描写も含んでいるのであるが， しか しこの旅 日記は全体 として

は，内面から創造 され，内的な連関性を有する一っの文学作品なのであ

る。 こうした文学作品としてこの日記を受けとめてくれる人，そうした

読者のみが私の記述の本来の意味合いを理解できるであろう。」8)

 カイザーリングは 『或る哲学者の旅日記』のなかで 「理論化された，ある

いはその可能性のある世界観」 を提示するのではなく， 「橋をかけることな

どで きそうもないほどに対立 ・矛盾するものを溶かして融合させ，新 しい，

豊穣なイメージが生まれてくる」意識状態に実際に到達する道筋を暗示する

ような記述を目指 しているのである。

2.二 律背反の超克 一 現象か ら本質存在へ

 カイザー リングは日本の様々な現象を記述するにあたって， ヨーロッパ近

代が生み出した概念装置を駆使 しているが， しか しここで重要な点は，そう

した概念装置の枠組みに日本の現象を無理やり入れ込むのではなく，現象の

記述を推 し進あるなかで，二律背反的に機能 している概念が融合する地点に

まで達 しているところにある。本論ではこうした二律背反の概念装置 とし

て，カイザー リングの記述の中か ら次 の ものを摘出して論 じることにす

る一

8) Hermann Keyserling：Das Reisetagebuch eines Philosophen
， Erster

 Band， Darmstadt 1922， S. XXX.
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・ 「自然 」 と 「人 為 」(Natur und K�stlichkeit)

・ 「精 神 」 と 「物 質 」(Spirituelles und Materialistisches)

・ 「思 考 」 と 「感 覚 」(Denken und Empfindung)

・ 「形 式 」 と 「内 容 」(Form und Inhalt)

・ 「創 造 」 と 「模 倣 」(Sch6pfen und Imitieren)

2-1.「 自然」 と 「人為」

 カイザー リングはまず 「生け花」 という現象のなかに，本来対立関係にあ

る 「自然」 と 「人為」が融合 している稀有な事例を認めている一

 「アジアの風景画には風景の生命 と言 うべきものが真に内在 している。

日本人は，自然を自然のままに生か しなが らそこに人為を加えることに

成功 しているのであ り， しか もそれを一種の遊戯として行っている。 日

本の生け花の比類なき完成は，`花を結んで束ねる'人 為の技のなかに花

の本来の精が生きている点にこそある。専門家が手を入れた森林は日本

の場合， ドイッに比べて不快なものではない。なぜな ら日本では，木々

に自分の考えを押 し付けたりせずに，樹木そのものにとって最も好まし

い方向で手助けするのみだからである。」9)

 ヨーロッパは 「自然」 と 「人為」の関係で見 ると， 「自然」にたい して人

間の側の意図や志向を 「押 し付ける」か，あるいは 「自然」を 「自然」のま

まに放置するかである。例えばフランス式庭園に見 られる思想は， 自然を幾

何学的図象に合わせて加工 し 「人為」の技を見せる点に主眼が置かれている

のにたいして，イギ リス式庭園の思想は 「人為」の関与を感 じさせないよう

に 「自然」を見せようとするところに中心がある。カイザー リングはヨー

9) Hermann Keyserling：Das Reisetagebuch eines Philosophen， Zweiter

 Band， Darmstadt 1922， S.578.
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ロッパの思想の根本概念の一つである 「自然」と 「人為」という対概念を用

いて，日本の生 け花 の技を分析する一 「日本の生け花の比類 なき完成 は，
`花を結んで束ねる'人 為の技

のなかに花の本来の精が生 きている点にこそ

ある」。 この表現のなかには， ヨーロッパでは通常対立的に用いられる 「自

然」と 「人為」が相互を排除することなく溶け合って 「生け花の比類なき完

成」に寄与 している様相が描かれている。 しか も 「日本人は，自然を自然の

ままに生かしながらそこに人為を加えることに成功 しているのであり， しか

もそれを一種 の遊戯 として行 っている」とも述べ られてお り，「自然」 と

「人為」 のあいだの関係の構築が無目的で無意識的な 「遊戯」 のなかで行わ

れている様が驚きを もって報告されているのである。

2-2.「 精神」と 「物質」

 奈良でカイザー リングはある宝物殿を訪れており，そこに展示されている

仏像などの美術品を見て，「高野を訪れたあのとき以来自分の脳裡か ら離れ

なかった問題がようや く明 らかになった」と述べている。その問題とは，仏

教の祖であるインドの賢者たちが表現 しようとして成 し得なかったことを，

日本人が 「それとは知 らないうちに」 さまざまな仏教美術のなかで完成 させ

てしまっているという現象である。それは，いわゆる 「全知のインド人」が，

仏教の精神と世界をすべて把握 しているはずなのに，なぜそれを具象的に表

現できなかったのかという問題とも言いかえることがで きる。カイザーリン

グはこの問題領域の枠組 みのなかで ドイッ人 の文化に も言及 してお り，

「ヨーロッパ精神を伝える具体的形象」っまり宗教上の美術品などであるが，

「それ らのうちでこれまでに最 も長 く継承されているものが，より深い精神

を有するゲルマン人ではなく，ローマン系の人々に由来 している」 という事

実に注意を喚起 している。

 カイザー リングは，こうした現象か ら次のようなテーゼ，っまり 「不可視

の精神界にあるものを表現し，優れた可視的なものに結晶させるのは，精神

主義の民族ではな く，物にたいす る特別な感覚を有する物質主義の民族 に
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よってよく成される」 ものであるというテーゼを導きだしている。但 しカイ

ザーリングは 「物質主義」 という概念について， 「もちろん通常よりもはる

かに広い意味」 で用いており， 「精神を現象化させる」 あらゆる活動にたい

してこの概念を適用 しようとしている一

 「物質を意のままに扱うには，物質にたい して完全に勝っている器官，

つまり発達 した感官が必要である。精神それ自体ではそれを為 し得ない。

同 じ一人の人間のなかで精神と感覚器官が等 しく完全に備わっているこ

とは有 り得ず，むしろ両者の装置のあいだには二律背反の関係があるの

で，現象界においてはものごとを物質主義的に捉える人がおおかた成功

を収めることになる。ところで精神界にあるものの表出はいかなる場合

にも現象の領域に属するのである。従 って，最 も優れた表現を見いだす

のは，精神のみで生きている人ではなく，精神を物質化する術を最 もよ

く心得ている人である。こうした人間こそ物質主義者と言える人である。

この人物は精神界に属するものそれ自体を決 して自分では認識 しないが，

しか しそれが見えて くると，それをもっともよく捕捉するのである。精

神界の真実をもっとも完全な形で把握 した形象が聖人や哲学者からでは

な く，まさに詩人か ら生まれて くる理由はここにこそ求められるのであ

る。」10)

 カイザーリングは奈良の宝物殿のなかの仏教美術を見て，パイオニアとし

てのインドや中国の賢者たちによって実現は目指されたものの， しか し 「彼

らの能力をはるかに越える」コンセプ トが，彼 らの 「弟子」である日本人の

手 によって 「最も見事な完成の域に到達 している」という状況を認識 してい

る。 こうした体験を通 じてカイザーリングは，精神と物質の二律背反が高度

な レベルで融合 し， 「浄化 された」 状況が具体的な姿をとって結晶化 しえる

ものであるという驚 くべき領域の存在を認識するのである。

10) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band， S.607f.
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2-3.厂 思考」と 「感覚」

 カイザー リングはインドや中国における宗教心のありようについて鋭い観

察を残 しているが，そうした体験に基づいて日本人の宗教心の特殊性に言及

している。 カイザー リングによれば， 「インドに見 られる信仰の深さ」 は日

本人には見 られず， 「ベナー レスやラーメシュヴァラムの巡礼者の表情」 に

現れている 「内面体験の濃密さ」のような ものを 「日本のどこで も感 じるこ

とはなかった」 とのことである。さらに 「日本の僧侶と大乗仏教についてよ

く話 し合 ったが，そうした対話は自分にとって教えとはならなかった」とも

述べている。

 しか し 「日本の仏教」は，カイザー リングには 「最初の瞬間的な印象で思

うよ りもはるか に生 命力 に富 んだ意味 を有 して い る」ように思えるの

である一

 「日本人はイン ドか ら見れば信仰があるとは言えない し，キ リス ト教

からみてもそうである。さらに日本人には深い認識や想像力が欠 けてい

るのである。(__)し か し日本人にとって思考は何 ら本質ではなく，

日本人に独自のもの，最 も深いものは感覚のなかに現れるのである。私

が言いたいのは日本人の感覚のことであ り，感情とか心とか心情のこと

ではない。つまり日本人の心性の表層が内部や外部の世界の様々な印象

にどのように反応するかが問題であり， こうした心性の深層は問題とな

らないのである。 日本人の内面の生は，子供や若い女性にこそ見られる

ような感覚の作 りなす王国のなかで営まれている。 こうした感覚のなか

にこそ日本人の信仰 も現れている。子どもの信仰は深いものではないが，

神に直接通 じている。こうした信仰のあり方はあるゆるもののなかで最

も好 ましいものである。」11)

11) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band ， S.597f.
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 カイザーリングによれば，日本人は 「知覚できる世界 との交際を通 して知

覚できない抽象の内面世界に至る」 のであり， 「信仰心を具現化するところ

に優れた才能を有している」のである。つまり，すでに2-2の 項目で述べた

ことに関連するのであるが， 「日本人の信仰」 は 「感覚や観想の世界のなか

で様々な現実の姿を生み出し，それらは人類の最 も優れた財産の一つ」なの

である一                    、

 「さて私は宗教芸術に深 く傾倒 した。仏教は宗教芸術の分野で最高の

ものを地上にもたらしたように思える。仏教の傑出 した記念碑の多 くは

日本の奈良と京都の周辺に見ることができる。光の理念を具現 している

阿弥陀が自らこの世の暗闇を浄化 し，太陽のように山々の峰に立ち上が

る様を描 いた絵画，それに心の平安がおそらく究極の形となって現れ，

瞑想 し至福の恵みを施す仏像の群 そうした仏教美術の宝庫 に比べると

キリス ト教徒の想像力が生み出したどれほど優れた芸術 も精神に欠ける

ところがあるように思えるのである。 ヨーロッパ初期中世の素朴な芸術

家は深みのある感覚 という点では仏教の芸術家に劣 ってはいなか った。

しかしヨーッロバの芸術家の感情 は，思考や悟性の壁にあたって波のよ

うに砕けてしまったのである。 こうした芸術家は，信仰を言葉で把捉で

きるように具体的な形姿(歴 史やある種の客観的な事実 となるように)

を与えるか，あるいは解釈できるような寓話にしたてあげてきた。 しか

しいずれも信仰の直接性を不可能なものにしてきたのである。」12)

 カ イ ザ ー リ ング は， 「思 考 」 を介 在 さ せ た ヨー ロ ッパ の信 仰 の あ り方 に た

いして，日本人の信仰のありように 「信仰心に連なる感覚」の存在
，あるい

は 「信仰の直接性」の可能性を認知 しているのである。カイザーリングによ

れば， 「日いつるの国の信仰心溢れる抒情詩 ほど繊細なものはない
， 阿弥陀

12) Hermann Keyserling：a . a. O.， Zweiter Band， S.603f.
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と観音に具現されている愛の構想ほど甘美なものはない，日本の仏教徒が浄

土の世界について抱いているイメージほど柔和で心和むものもない」のであ

る。こうした信仰の優れた具象化は 「まさに感覚の王国のなかで行われてい

る」のであ り，カイザー リングは 「感覚の領域では日本人 はおそ らく他の

人々に比べて最 も高いところに位置 している」とも述べ，信仰という不可視

の世界を可視的な世界で見事に具現する通常の感覚を越えた感覚，あるいは

今 日であれば 「メタ感覚」 としか表現のしようのない能力の存在に驚きを隠

していない。

2-4.形 式と内容

 カイザー リングは日本を旅 しているあいだに， 日本の知識階層に 「仏教よ

りもキ リス ト教に心を動かし，そのためキ リス ト教を過大に評価 している」

人々が少なからず存在 していることに気づいている。 しかし同時に，逆の現

象で あるが，「最近」の ヨーロッパに 「東洋の宗教 に関心 を寄せている」

人々が増えっっある点にも注意を喚起 している。カイザー リングは，双方に

見 られるこうした現象を単に 「過ち」 として表面的に批判するのではなく，

「形式」 と 「内容」 というヨーロッパの知的世界を構成 している重要な概念

を駆使 しながら， 「異質なるものにたいして関心を抱 くこと」 の可能性にっ

いて独自の解釈を生み出 してい く。

 カイザー リングは 「東と西」の双方で自分たちの信仰 とは違 う別の形態の

信仰にたいする関心が高まっていることについて，その現象の背後に存在す

るものを考察するにあたって，日本のある 「文学部の教授」との対話のなか

で，その教授 が述べ た言葉が大 きな仁 ン トを与 えて くれ たと回想 して

い る一

 「昨日， つまり日本の地から離れる2日 前のことであるが， 私は文学

部の教授と学生のためにインドの ヨガ哲学について自分の体験に基づい

て講演 し，その際にヨガの技法は実際に体験されることによってその生
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命力に触れられる点を話題にした。 こうした問題提起に聴衆は違和感を

持 ったようである。というのも，古人(い にしえびと)の 知恵を外側か

ら文献批判的方法ばか りではなく，内面か ら迫るべ く研究する可能性の

存在というものに日本の聴衆はこれまで気づいていなかったか らである。

しか し聴衆のなかにいた一人の紳士が私に述べたことは，きわあて傾聴

に値するものであった。っまりこの教授は， 日本人 は仏教の根底にある

基本的な想念にあまりにも親 しみ過ぎているので，それとは知 らずに文

書となった教えを読み飛ばしてしまう，と指摘 したのである。」13)

 カイザーリングはこの 「親 しみ過 ぎ」 という現象，つまり 「自明性」とい

う点に問題の所在を見出している。 つまり， 「馴染み深いものにたいしてい

っか必ず起 きること」 として，カイザー リングは 「飽 き」あるいは 「惰性」

を挙げ，信仰の 「奥深さにもはや敬意を払えなくなってくる」状況をキリス

ト教世界にも認めている。こうした 「飽き」，「惰性」か ら脱 し，信仰に 「生

命力」を回復させるには，「慣れ親 しんでいないもの」 がもたらす 「刺激」

が必要である一

 「私たちにとって刺激となるのは，慣れ親 しんでいないものだけであ

る。 しか し新たなものが実はこれまで慣れ親 しんできたものと同じよう

な価値や内容を含む点が明らかになって くれば，私たちの心の振動はお

のずとより生命力に溢れたものとなる。慣れ親 しんでいないものを解釈

するのにこれまでの通常の観念の枠組みを用いることはしばしば行われ

ることであるし，そうしたことは即座に実行に移されるのであるが， し

か しそ うした場合で も，私たちの感動は消えることはなか った。」14)

カ イ ザ ー リ ン グ に よ れ ば ， 信 仰 に お い て 最 も 重 要 な こ と は 単 に 理 論 だ け で

13) Hermann Keyserling：a. a . O.， Zweiter Band， S.684 .

14) Hermann Keyserling：a. a. O. ， Zweiter Band， S.684.
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は な く， 実 際 の 体 験 ， 聖 な る もの と の交 わ りの 実 践 にあ る。 カ イザ ー リ ング

は， こ う した 実 践 の 局 面 のみ が 最 も 「重 要 な こ と」 で あ る と述 べ て い る一

 「従 って，これまで知 られていなかった新 しい形式が伝来の形式より

もうまく適切に機能するのであれば， この新 しい形式を取 り込むことは

当然なことと言わざるを得ない。 しかしこのように取 り込んで も，それ

は一種の回 り道なのであり最終的には伝来のものに戻 っていくことにな

る。今の西洋ではもう明らかになっているが，インドにたいする熱狂的

な感動は結局キリス ト教に益をもたらすのである。人間は自分のあり方

に飽 きることなく撥剌 としてそのスタイルを維持す るには(過 大評価に

なる恐れがないとは言えないが)，常に異質なるものを必要としている。

こうした相互作用 こそが，巨視的に見れば，調和の源 となっているので

ある。」15)

 信仰の実践のレベルにおいては，他の信仰の 「新 しい形式」を取 り込んで

も，既存の信仰の内容に懐疑をもたらすことはなく，む しろ 「一種の回 り

道」をしながらも 「最終的には伝来のものに戻って」いき， しかもこの 「新

しい形式」 の 「刺激」 は 「内容」を再確認させ，「飽 きることな く撥剌とし

て」 自分の信仰のスタイルを維持するのに効果的に機能するのである。カイ

ザーリングは， 「形式」 の変化が簡単 に 「内容」 の変更をもたらす ものでは

ないと指摘 している一

 「多様な形式 ・形相(エ ンテレケイア)そ れ自体は， 永遠に異なった

ものであり続けるのである。東と西のそれぞれの根幹をなしているもの

は交換 し合えるものではないし，相手のものを導入できるわけではない。

私たちが東洋の知に同化 しようとしても，それはそうした知の根元にあ

15) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band， S.684f.
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る魂 を 自分 の もの に した の で はな く， 私 た ち は新 しい独 自 の`器 官'を

生 み 出 して い るの で あ り， 同 じこ と は東 洋 に も必 要 に応 じて 当 て は ま る

こ とで あ る。」16)

 つまり，「異質な るもの」あ るいは 「新 しい形式」 との接触 は，精神に

「若返 り」のチャンスを与え，「新 しい実 りをもたらす精力を回復する」機会

ともなる。 カイザーリングによれば，「異質なるものを取り込むことは， 自

己実現のための最短距離でもある」一

 「仏 教 徒 も キ リス ト教 徒 も， 歴 史 的 に さ ま ざ ま な 形 態 を経 て き たが ，

まだ最 終 の フ ァイ ナ ル ス テ ー ジ に達 して い るわ けで はな い。 これ まで存

在 しな か った もの が生 まれ よ う と して い るの で あ り， あ た か も魂 が現 世

に戻 って来 よ う と して い るか の よ うに， 自分 に ふ さわ しい親 を求 め て も

が い て い る の で あ る。」17)

 信仰の世界では， 「形式」 が変わることは恐れられている。 しか しこれは

一般的現象と思われるが，カイザーリングは信仰の 「新 しい形式」を恐れる

どころか，む しろそれを 「取り込む」ことによって，既存の信仰の内容が再

確認 され，そこに新 しい息吹が吹き込まれると考えていた。他の信仰にたい

するこうしたスタンスは， 「形式」 と 「内容」 の無矛盾を建前とする宗教の

ありようとは対極を成すものだと言えるであろう。 「形式」 と 「内容」 を固

定的に見るのではなく，精神の運動性においてとらえようとするカイザー リ

ングの立場は， ヨーロッパのキ リス ト教世界では必ず しも歓迎されなかった

であろう。実際，インド人学者ヴリダギリ・ガネシャンの研究によれば，例

7Lば ライプツィヒのキリス ト教伝道協会会長アルブレヒト・エプケの 「カイ

16) Hermann Keyserling：a. a . O.， Zweiter Band， S.687.

17) Hermann Keyserling：a. a . O.， Zweiter Band， S.687.
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ザーリングは宗教にっいて神学の学的伝統を踏まえていない」 という否定的

言説が記録 されている。 また1921年 に 『カイザーリング伯爵，或 る哲学者

の旅 日記 とキ リスト教』 を著 したヨハネス ・ヴィッテは， 「カイザー リング

は異質なる宗教にたいして過剰な親近感を抱いており，それぞれの宗教を最

高のものと賛え」，結果としてカイザー リングの記述がキ リス ト教にたいす

る批判的言説を内包 し，「世界に展開す るさまざまな宗教に親 しみのない読

者」 に 「違和感」 を与え，「矛盾」 を含んだテキス トと見 られる危険性に触

れている。18)しかしいずれにしても， 「形式」 と 「内容」 というヨーロッパ

の知的伝統の生み出した二律背反的概念装置をもって，信仰や聖なるものと

の交流という局面に見 られる多様な形態を描 こうとするカイザーリングの試

みは，文化人類学や民俗学がまだ十分に学的領域として確立 していなか った

時代において，主観性の強い記述である点は批判の対象となるであろうが，

多様性に視線を向け，自らの知の枠組みのなかで理解に努めた点は相応の評

価を得てよいのではないだろうか。

2-5.創 造 と模 倣

 カ イ ザ ー リ ン グ は中 国 滞 在 を 経 て 日本 を訪 れ て い るが ， 船 で 瀬 戸 内 海 に

入 って きた と きの 印象 を， 「多 くの 島 々 が展 開 す る ギ リシ ャの海 」 に 託 しな

が ら説 明 して い る。 幼 い 時 か らギ リシ ャ語 ・ギ リシ ャ神 話 に親 しん で きた カ

イ ザ ー リン グに と って， ギ リシ ャは バ ル トの豊 か な風 景 を見 な が ら想 像 す る

ヴ ァー チ ャル な理 想 の地 で あ った。19)カ イ ザ ー リ ング は， そ う した理 想 の地

18) Vridagiri Ganeshan：a. a. O.， S.278f.

19) カイザー リングはす でに1907年 冬 にギ リシ ャを訪 ねて いた。1908年12月15

 日と28日 の二回 にわ たって レヴ ァール市でバ ル トの同胞達 を前 に 「個人 と時代

 精神」 という講演 を行 って いる。 この講演 は次 のような言葉で始 まって いる一

 「私 は昨年の冬を ギ リシャで過 ご しま した。 ……よそ者 もいない し， 地元 の人 も

 ほとん ど姿 を現 さないよ うな時期 で した。独特な雰囲気 を壊す ものは何 も存在

 して いませんで した。現在 もごく最近起 きた過去 の ことも意識か ら遠 の いて行

 き，私 は古代の醸 し出す気配 に取 り巻かれ，あた りはあの偉 大 な不 死 の聖霊 達
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に吹 く風 と同じような空気の流れを瀬戸内海に感 じ， 長い航海の後， 「まっ

たく新 しい世界」にはいる冒険家のような気持ちになったと回想 している。

 カイザーリングは多 くの書物を通 して， 日本文化が中国の強い影響下に生

まれたことを熟知 していた。 しかし瀬戸内海は 「新 しい世界」，つまり 「中

国の世界とはあたか も深い溝によって切断されたまったく異なった世界」が

これか ら展開することを予知するのに十分な風景を，カイザー リングの眼前

に示 したのである。

 中国との関係というパースペクティブか ら，カイザーリングは 「一般に思

われている」日本人にっいてのステレオタイプな評価，っまり 「日本人はい

わゆる創造者のタイプではな く」 「単なる模倣者」 であるという評価を問題

にしてい く。ここでも 「創造」と 「模倣」という二律背反的な概念を用いな

が ら，そのいずれでもない地平に属する日本人の 「才能」を説明 している一

 「日本人はいわゆる創造者のタイプではない。 しかし一般的に思われ

ているような単なる模倣者 とも言えないのである。日本人の本質は万物

を利用 し尽 くす点にあるのである。 ここで利用するという言葉は，柔術

家の意味において理解 されねばならない。柔術 は日本精神のシンボルで

ある。柔術の大家 となるには何が必要なのであろうか? 何かを創造す

る才能ではなく，秀でた観察力が必要である。そ してさらに，何かを見

て単に印象に止まるのではなく，その背後にある実践的意義を瞬間的に

捕 らえるセンスが重要であり，またそれを最大限具体的に利用できるよ

うにする能力が必要である。頭脳 と手の共同作業， しかも極めて高いレ

ベルでの共同作業が大切であり， こうした作業の現場では，すべての頭

の 世 界 と な った の で す 。 こ う した 崇 高 な世 界 に私 は完 全 に 身 を委 ね， もは や 意

志 な ど も持 たず ， 偏 見 や 憶 測 か ら解 放 され ， 感 覚 と官 能 だ け の人 間 と な りま し

た。 そ の と き， 死 者 達 の世 界 が ま る で手 で 捌 め る か の よ う に私 の 前 に立 ち現 れ

て きた の です 。」(Hermann Keyserling：Philosophie als Kunst. Darmstadt

1922，S.45.)



70

脳による認識が瞬間的に，最 も目的に適 した身体の運動と一体となり，

記憶された経験が身体の動 きとなって現象 しなければならない。」20)

 カイザー リングは， 日本文化の 「特殊性」 を 「柔術家の意味」 における

「万物を利用 し尽 くす」才能に見ている。 っまり 「柔術家が相手の体勢を見

て，戦いに有利な点を見つけ」21)攻撃に移るように， 日本人は 「観察」 をし

て 「背後 にあ る実践的意義を瞬間的」に捕 らえ，「自分の体勢」を決 あて

「最大限具体的に利用できる形態」を生み出すのである。日本人は 「コピー」

することに才能があるのではな く，カイザー リングによれば 「現象を見て，

その特殊なところを(本 質ではない!)内 面で理解 し，自分自身 と有機的に

関連付け，利用 し得る限 り利用 し尽 くす才能に恵まれている」のである一

  「日本 人 は昔 ， こ う して 中国 の様 々 な文 化 形 態 を取 り こみ， 利 用 して

 きた。 日本 人 はお そ ら く中 国文 化 の本 質 を本 格 的 に理 解 した の で はな く，

 しか し単 に い わ ゆ る猿 真 似 の よ うに表 面 を模 倣 した わ け で もな い。 中国

 文 化 の現 象 の 中 に身 を完 全 に浸 して， 中国 的 な態 勢 を取 りなが ら生 活 を

 営 ん で き た ので あ る。 日本 人 は中 国 の精 神 に取 りこ まれ る こ と は一 度 と

 して な か った 。 日本 人 は身 体 で 言 え ば`器 の 機 能'を 中 国 に た い して

 担 った の で あ る。 そ れ ゆ え， 日本 人 は中 国 の 精 神 に 内面 で ま った く触 れ

 な い ま ま で い られ た の で あ る。 日本 人 は身 を差 し出 す位 に 中 国 の影 響 を

 受 け な が ら も， 内面 は ほ とん ど変 わ る こ とが な か った。 この点 は， 日本

 人 の特 筆 す べ き資 質 で あ る。 地 球 上 のす べ て の人 々か ら， 異 質 な る もの

20) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band ， S.671f.

21) ここでカイザー リングが柔術 を話題 に してい るの は単 な る思い付 きで はな く
，

 世紀転換 期 に日本 の柔術 が ヨーロ ッパ，特 にベ ル リンで紹 介 され，注 目を集め

 た点 に も関係 して いると言え るであろ う。1900年 に数人の 日本人 が ロン ドンと

 ベル リンで自己防衛の手段 と しての柔術 を紹介 し，ベル リンで は 。Katsukuma

 Higashi“ という人物が当時人気を博 して いたサ ーカス劇場 「シューマ ン」 に登

 場 した ことが伝え られている。
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を害を恐れることなく自分のものとする点では，日本人はそうしたこと

を実行するのに適 した民に違いない。なぜなら，日本人の内奥の最 も深

いところは，外部から触れることはできないか らである。」22)

 創造とは通常 は無から何かを生む行為であるが，日本人の 「創造性」は，

「模倣」 という回路を介 しながらも 「単 にいわゆる猿真似のように表面を模

倣」 する域に留まるのではなく，「思考」 と 「実践」の 「極めて高いレベル

での共同作業」を経て独自のものを生んで行 くプロセスに求あられねばなら

ない。カイザー リングによれば， 日本人においては 「頭脳による認識」 はす

べて 「瞬間的に，最 も目的に適 した身体の運動 と一体 となり」，「記憶 された

経験が身体の動 きとなって現象」するのである。外部から入 ってくるものは，

こうした 「思考」 と 「実践」 の有機的な運動体のなかに組み込まれ，「日本

人の内奥の最 も深いところは」外部からまったく干渉されることなく持続 し

ていく。日本人の 「創造性」にっいてのカイザーリングの分析の正否にっい

ては議論の残るところであるが，いずれにして も日本人の才能のなかに 「独

自な もの」を見出 し，単なる模倣論か ら脱 している点は評価できるのではな

いだろうか。

3.ノ スタル ジアの旅 一 失われ たバ ル トへ の郷愁

 カイザー リングの日本記述の特徴の一つとして，「人里離れた奥地に生き

る人々」の生活のなかに 「失われたバル トへの郷愁」を感 じている個所が比

較的多く見 られる点を挙げることができる。本論の初あで触れたように，カ

イザー リングは 「1880年頃に生まれた世代」，つまり 「人生の壮年期に， ロ

シア革命を体験 し，故国の昔なが らの秩序が崩壊する様を目の当たりに し

た」世代 に属 している。 この世代のバル ト人のなかには， 「世界の様々な地

域をさす らう放浪者となった」人々が少なからず存在 し，そうした 「さすら

22) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band， S.672.
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い人」は 「根無 し草 ・故郷喪失の気持ち」を抱き続けていた。カイザーリン

グの記述には， こうした滅び行 くバル ト貴族の残照が認あられる一

  「人里離れた所に残る日本独 自の雰囲気 はこれまでに体験 したいかな

 るものよりも私の心に馴染むものがある。小泉八雲を読んだ時に，私は

 こうした田舎の人々を好ましく思 ったが，それは八雲によってこうした

 人々の柔 らかさや甘美さ，人を捉えて離さない繊細で心和ませる魅力な

 どが描かれているたあであった。そうしたすべてのものが実際に日本の

 辺鄙の地に生きているのである。里に住むごく普通の人々は愛すべき連

 中である。 こうした田舎人の示す律儀な態度は疑いもな く心の底か ら生

 み出されている。利得を得ようとか，人を騙 してまでも得を しようとか

 いう気持の痕跡 はなにも認あられなかった。私にたいしてはおそらく最

 大の敬意が払われたと思われるが，それは京都の若 き詩人である案内人

 の指示に従 って，私が里の人々に封建君主のような態度を示 したからで

 ある。っまり自分の生まれたバル ト地方で，家長を中心にものを考える

 習性の農民層にたいして君主が振る舞 うような立場で私は日本の里人に

 接 したのである。大和の人里離れた谷間では中世はまだ終わ っていない。

 そこでは明治の時代は始まっていないのだ。農民たちは主人にいまなお

 自分たちよりはるかに優っている上流の雰囲気を求めてお り，そうした

 距離感 とともに慈悲深い寛大さを期待 しているのである。絶対の優位の

 意識は，まさに逆に極めて強い大家族意識を生み出 してもいる。大和の

 農民たちは今 も上を崇め見 る術を心得ている。 ヨーロッパ社会ではこう

 した主人の役割を演ずる機会は減少の一途を辿 っているが， ここ大和で

 私はこうした主人のような気持を心ゆくまで満喫できるのである。実際

 のところ，報酬を求めないでいろいろと仕えてくれて好意を示 してくれ

 る人々にこと欠 くことは一度 もなく，これは主人たる気持の味わいをを

 越えて，実際上の利得であった。」23)

23) Hermann Keyserling：a. a. O.， Zweiter Band ， S.581f.
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 カイザー リングに 「大和の人里離れた谷間」を案内 した 「京都の若き詩

人」 が具体的に誰であったのかはもちろん不明であるが， 「詩人」 をこの文

脈で登場させていることには意味が込あられているように思える。なぜなら，

カイザー リングは 「本質」に 「最 も優れた表現」を与えることができるのは，

「精神のみで生 きている人ではなく，精神を物質化す る術を最 もよく心得て

いる人である」 と述べ，「精神界の真実をもっとも完全な形で把握 した形象」

は 「聖人や哲学者」からではなく，まさに 「詩人」から生まれてくるとの認

識を示 しているからである。 この 「京都の若き詩人」 とともに，「中世」 が

今尚残 り，「明治の時代」つまり近代の始まっていない 「空間」 を訪れるの

である。この 「空間」には，「ヨーロッパ社会」では失われつつある，「絶対

の優位の意識」と 「極めて強い大家族意識」が時間を超えて生きているので

ある。カイザーリングの先祖たちがバル ト貴族として，臣下や農民たちとと

もにそれぞれの役割を分担 しなが ら作り成 してきた舞台のような演劇的空間

が， 「大和の人里離れた谷間」 において依然として幕を閉 じていない様相が

体験 されている。このような 「空間」が 「大和」のどこに実在 したのかを具

体的に問うのは， ほとんど意味のないことであろう。 その 「空間」 は 「大

和」 であればどこでもいいわけであり， そこに住む 「大和の農民」 と 「主

人」の共演 によって醸 し出される雰囲気は，カイザーリングを失われたバル

ト世界への限りないノスタルジーへと駆 り立てているのである。

 カイザー リングの旅 日記 は，バル トばかりでな くヨーロッパにももはや求

められない 「自分の本質存在」 を再確認 し， それを 「深化」 し 「高度なも

の」に高め，具体的な現実を超えるようなメタな実在へと連なる道筋を極あ

ようとす る強靱な意志によって執筆 されている。従 って，現象の客観的記述

がどこまで実証に耐えられるのかは疑問とせざるを得ない個所が見られ，実

際 「自己中心的」 な記述となっているという批判 も見 られるのである。24)し

24) 「自己中心 的」 な記述 とい う批判 につ いて は以下の記述を参照の こ と一 「カ
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か し，世紀末 ヨーロッパの精神的風景が， 日本の現象の記述 と微妙な関わり

のなかで垣間見 られるカイザー リングの記述は，今尚その魅力を留あている

とは言えないであろうか。

イザー リングが記述 の形式 と して 日記形 態を選択 してい ることは， ヨー ロッパ

世界 にお けるカイザー リングの内 なる孤独 と関連付 けてよいのではなかろ うか。

日記形態 を とることによ って， 印象や考察， それに事 実 に基 づ く情報 を混 ぜ合

わせて提供 し，記述 の順番 も自由に ア レンジで きる可能性 を さらにカイザー リ

ングは手 に したので ある。 カイザー リングの日記 に は，正確 な場所 や 日時 の記

載 はな く，それ は自分 の 自己実現 の経 過 とさまざまな段階 を記 録 に残す一種 の

記憶装置 のよ うな ものと言 えるであろ う。 この 『或 る哲学者 の旅 日記』 は自我

と世界 との出会 いを表現 した ものであ る。多 くの観察 は主 にカイザー リングの

自我 との関わ りにおいて記述 されて いる。 それは柔和 ではあ るが 「自己中心的」

な性格 を帯 びて いる。 なぜ な ら詩 的哲学者 であ るカイザー リングにと って
， 世

界 の客観的記 述 は問題 ではな く，世界 との関係 のなか で自我 を顕 にす ることこ

そが目的であ った」。(Vridagiri Ganeshan：a. a .0.， S.245.)


